
財政悪化を招く莫大な市税投入
　党市議団は「本市の再開発は、約470億円の総事業費の内、
４分の３は国・市の税金を投入する計画。前橋市の負担は事
業費の半分強の220億円。組合施工の場合、全国では国や自
治体の補助金は総事業費の約２割で実施されているが、本市
は保留床の内、図書館・学校・地下駐車場は市が参加組合員
としてほとんど買い戻すことになる。事実上の公共事業になっ
ている。
　しかも、民間事業という名のもとに、デベロッパーに開発
を委ねたために組合設立という重要な時期まで総事業費や資
金計画などの十分な情報開示をせず、透明性が確保されない
まま進められてきた。今後行われる詳細設計で総事業費がさ
らに膨らむ可能性もあり、そのつけはまた市民の税金投入に
頼ることになる。市財政を圧迫することは大きな問題」と指
摘しました。

共愛学園の義務教育学校がなぜ特別扱いか
　党市議団は「共愛学園の義務教育学校は前橋市が建設し無
償で貸し出す事業になる。本市の市立小中学校は建設から50
年を超える校舎も多数存在し、大規模改修などの長寿命化や、
共同調理場の移転新築も求められている。なぜ、私立の学校
にこれほどの厚遇をするのか大きな疑問」
図書館新本館の詳細事業費は非公表
　さらに、「当初基本計画で見込んでいた総事業費は56億円
から92億円にまで膨れ上がった。公共事業であれば、事業の
計画から詳細設計、完成まで市民とともに十分意見交換し、
情報共有しながら市民要望に応える新本館ビジョンに十分合
致するものになる。しかし、組合施工であるために、市民と
情報を共有して共同歩調取ることはできない。建設費が妥当
なのかも検証できない」と、再開発事業の見直しを迫りまし
たが、市当局は今後も進めていくと答弁しました。
再開発とともに県が計画中のクリエイティブ構想は問題
　また、前橋市の再開発とともに計画されている同構想は、
県庁前から本町五差路、前橋駅前を結ぶ区間の一般車両の通
行を制限し、公共交通と歩行者中心の散策路に変える県事業
の構想。県が基本設計を進めているが、日量３万台もの自動
車の出入りが制限されるという計画もあり、中心街の意見聴
取もほとんどせず、疑問の声が上がっていると、見直しを求
めました。

市財政を圧迫する千代田町の再開発事業の見直しを

下水道使用料引き上げを撤回し、
市民生活を守れ

　党市議団は「米をはじめ物価高騰の中、労働者の実質賃
金や年金も上がらない。昨年は介護保険料、今年は、国民
健康保険税、後期医療保険料の引上げ、10月からマイバス、
デマンドバスの値上げでは市民生活は成り立たない。下水
道使用料の来年度25％の値上げ案は撤回すべき」と迫りま
した。
　しかし、他の全会派が賛成して値上げ案が可決され、来
年４月から実施されます。

中学校体育館に続き小学校体育館
にエアコン設置を

　前橋市は避難所ともなる中学校体育館のエアコン設置事
業を、昨年度から２か年かけて実施してい
ます。毎年続く猛暑対策として、今後も小
中学校の特別教室の設置を計画しています。
　具体化されていない小学校体育館にもエ
アコンを早急に整備するように求めました。

小
川
市
長
は
進
退
を
直
ち
に
明
確
に
し
て
、

市
政
の
混
乱
の
収
束
を

「
中
心
街
の
再
開
発
を
考
え
る
前

橋
連
絡
会
」
は
10
月
３
日
に
市
当

局
及
び
再
開
発
準
備
組
合
と
再

開
発
の
見
直
し
を
求
め
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。（
写
真
）

　
小
川
市
長
の
不
祥
事
は
市
民
・
職
員
・

議
会
を
揺
る
が
す
問
題
で
す
。
市
内
外

か
ら
苦
情
の
電
話
な
ど
が
８
０
０
０
件

（
10
月
９
日
現
在
）
超
え
て
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
マ
ス
コ
ミ
各
社
が

カ
メ
ラ
を
構
え
て
市
役
所
の
出
入
り
口

で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
な
ど
異
常
な
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
市
長
は
市
民
の
信
託
を
受
け
て
１
年

８
か
月
前
に
大
差
で
当
選
し
ま
し
た
。

子
育
て
施
策
を
は
じ
め
、
暮
ら
し
や
福

祉
、
教
育
の
前
進
へ
の
願
い
や
、
女
性

市
長
と
し
て
ク
リ
ー
ン
で
あ
る
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
も
市
民
か
ら
期
待
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　
し
か
し
、
９
月
24
日
の
不
祥
事
に
対

す
る
記
者
会
見
を
受
け
て
、
市
長
自
身

が
市
職
員
と
ホ
テ
ル
に
行
っ
た
こ
と
を

認
め
て
お
り
、
客
観
的
に
み
て
も
言
い

逃
れ
で
き
な
い
状
況
で
、
社
会
的
道
義

的
に
大
き
な
問
題
が
あ
る
こ
と
は
明
ら

か
で
す
。

　
市
政
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
市
長
が
襟
を

正
し
て
市
政
に
あ
た
る
べ
き
時
に
、
市

政
の
混
乱
を
自
ら
作
り
、
問
題
を
起
こ

し
て
い
て
は
、
市
民
は
も
ち
ろ
ん
市
職

員
か
ら
も
信
頼
さ
れ
ま
せ
ん
。
市
議
会

は
全
会
派
が
一
致
し
て
10
月
３
日
に
市

長
自
ら
進
退
を
早
急
に
明
ら
か
に
す
る

よ
う
に
求
め
ま
し
た
。
市
政
の
混
乱
を

早
期
に
収
束
す
る
こ
と
が
問
わ
れ
て
い

ま
す
。

第 ３ 回
９ 月 定 例
市議会報告

無料法律・生活相談
毎週金曜日10〜 12時
市議団控室　予約を

小林久子　027-283-6756
近藤好枝　027-283-8123
吉田直弘　027-212-6109
吉原大輔　027-232-1561

2025.10.24

前橋市大手町 2－11－1　前橋市議会控室
☎027－898－6978　FAX 224－1199
URL http://www.jcp-maebashi.gr.jp/

近藤好枝議員吉原大輔議員 吉田直弘議員 小林久子議員

※ご意見、ご要望をお寄せ下さい。
本誌の製作・折込には、政務活動費が充てられています。



市
道
や
用
水
路
の
管
理
は

市
の
責
任
で
実
施
を

　
市
道
の
修
繕
や
管
理
に
関
す
る
住
民
要

望
が
増
え
て
い
ま
す
。
自
治
会
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
要
望
は
２
０
２
４
年
度
１
０
６
４

件
で
す
が
、
４
９
１
件
の
実
施
に
留
ま
っ

て
い
ま
す
。

　
党
市
議
団
は
「
道
路
は
市
民
生
活
に
密

着
し
た
社
会
資
本
で
あ
り
、
道
路
管
理
予
算

の
抜
本
的
な
増
額
を
」
と
求
め
ま
し
た
。

　
ま
た
用
水
路
の
除
草
や
樹
木
の
伐
採
に

関
す
る
要
望
も
増
え
て
い
ま
す
。
党
市
議
団

は
橳
島
町
と
上
佐
鳥
町
な
ど
を
流
れ
る
橳

島
用
水
の
法
面
に
生
え
る
樹
木
の
伐
採
を

求
め
、
市
当
局
は
直
ち
に
伐
採
し
ま
し
た
。

　
党
市
議
団
は
「
本
市
の
責
任
で
用
水
路

の
除
草
等
適
切
な
管
理
を
」
と
求
め
ま
し

た
。

公共交通、国保・介護など市民の要望に応えよ

　前橋市の国保加入世帯数は約42,000件です。所得97万
5000円以下の世帯が６割を占め、主に低所得者で構成さ
れています。５割減収の申請減免制度さえ、ほとんどの市
民に知られていません。
　党市議団は減免制度の周知と拡充を求め「自営業者や自
己都合で退職した人なども３割減収を対象とした制度改正
をすべき」と求めました。

　訪問介護事業所の経営が非常に厳しい状況です。「経営悪
化」「人材不足の深刻化」などの影響により、介護事業所の
倒産件数も過去最高を更新しています。
　党市議団は「訪問介護事業所の実態を十分に把握し、経
営が成り立つように人材確保や事業所への本市独自の支援
をすべき。また国に、安心して介護が受けられるよう、深
刻な介護実態に歯止めをかけるよう制度の拡充を要望すべ
き。」と求めました。

国保制度は、減免制度の周知と拡充を

居宅介護・訪問介護の支援と充実を

市営住宅の入居促進へ、抜本的な予算増額を
　市営住宅の空き住戸数は37％に上ります。入居促進で給
湯器をつけた住戸もありますが、いまだに給湯器がない戸
数は513戸も残されています。
　党市議団は「抜本的な予算増額で給湯器の設置、扉の塗
装や修繕など、住民の要望に応えて入居促進に取り組むべ
き」と求めました。

生活困窮者に寄り添う税収納行政に改善を
　昨年度の一般税や国保税の差押え件数は4114件です。
１万件を超えていた時期よりは減少していますが、現在も
個人事業主への売掛金の機械的な差押えが行われています。
　党市議団は「こうした行きすぎた差押えはやめるべき。
税滞納は生活困窮のシグナル。生活再建を支援し納税者と
しての自立を応援すべき」と求めました。

救急出動も増加、
計画的な車両の更新を

外国人への支援、多文化共生施策の強化を

更なる利便性向上へ、利用回数を増やして

マイタクの改善充実を

　本市の救急車の保有台数は18台で、
猛暑の影響などにより出動数が増えて
います。１日平均55.9回（25.8分に１回）
の出動状況です。昨年度は３台の救急
車を更新しましたが不足しています。
　党市議団は「不足する救急車両の定期的な更新を」と求め
ました。市当局は、耐用年数にあった早期の更新が必要との
答弁をしました。

　前橋市の外国人住民数は11,000人を超えました。５つの言
語で対応している本市の外国人相談窓口の相談も増え、国際交
流協会と連携した日本語教室や交流行事も行っていますが、十
分に知られておらず支援と周知の強化が必要です。
　党市議団は「外国人住民の国籍は多岐に渡り、多言語支援の
強化や外国人差別に反対し多文化共生を推進
すべき」と求めました。市当局は「多言語映
像通訳システム導入へ調整しており、今後も
外国人への支援に取り組む」と答弁しました。

　本市は、昨年４月から介護タクシー、６月から妊産婦の利用
を拡大しました。さらに10月に長距離利用者への支援に取り
組んだことで、郊外の人を中心に長距離利用が増加しました。
　党市議団は「１乗車で２回分使う長距離利用者にとっては、
利用回数も35回に減り問題。マイタクは高齢者の外出を促し、
健康寿命を延ばし福祉に貢献できるので、予算をさらに増や
し、制度を拡充すべき」と強く求めました。

　マイタクは、2021年度に利用回数の上限を120回から70
回に減らし、2022年度に紙の利用券を廃止し、のべ利用者数
は2019年度の約31万人をピークに、現在は約20万人まで減
少しました。免許返納者が増え通院や買い物にタクシーは欠
かせない交通手段です。党市議団はマイタクの抜本的な改善
を求めました。
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消費税減税を求める意見書（案） 〇 × × × 〇 × 〇 × × ×

インボイス制度の廃止を目指し、事業者の負担を軽減する経過措置
を継続するよう求める意見書（案） 〇 × × × 〇 × 〇 × × 〇

最低賃金の引上げと中小企業支援の拡充を求める意見書（案） 〇 × × × 〇 × 〇 × 〇 ×

不登校対策の強化を求める意見書（案） 〇 × × × × × × × × ×

女性差別撤廃条約選択議定書の早期締結を求める意見書（案） 〇 × × 〇 × × × 〇 × ×

従軍慰安婦問題の早期解決を求める意見書（案） 〇 × × × × × × × × ×

日本共産党前橋市議団提出の意見書への各会派の賛否� （　）内の数字は会派の人数。富田議長（高志会）は数に含まず。


